
東72026
グッドパッケージング展
当協会の主催で毎年開催
している日本パッケージ
ングコンテストの入賞作
品を一堂に展示します。
展示される作品は、技術・
デザイン・環境・アイデ
ア・適正包装等、広範囲
に及ぶ厳正な審査をクリ
アした我が国最高水準の
パッケージです。

東8パッケージデザイン
パビリオン
商品の顔ともいわれるパッケージデザインが持つ重要性は、商
品を引き立たせて、売り上げに直結するマーケティングの観点
からも、年々高まりをみせています。パッケージデザインパビ
リオンでは、「デザイナーと企業との出会いの場」をテーマに、
付加価値のある新しいパッケージデザインの発見、販売力向上
のためのヒントを一堂にご紹介します。

包装の最前線を
SNSでもチェック！

主催者関連団体ブース

2026木下賞受賞作品展
本賞は、当協会第二代会長故木下又三郎氏の包装界に対する多
年の功績を記念して創設された顕彰制度で、2026（第50回）木
下賞の厳正な審査を通過し入賞された作品を展示します。毎年
その年度において、
1.包装の研究・開発
に顕著な業績をあげ
たもの、2.包装の改
善・合理化に顕著な
業績をあげたもの、
3.包装の新規分野創
出に顕著な業績をあ
げたものに対して授
与されます。

東7

知的財産 
無料相談コーナー
貴社の大切なデザインやネーミング、勝手に真似されていませ
んか？知らないうちに、誰かの権利、侵害していませんか？
知的財産のプロである弁理士が、意匠や商標、発明や著作物な
どの知的財産保護、リスク回避を踏まえ、貴社の商品開発をサ
ポートします。日本弁理士会は、日本インダストリアルデザイ
ン協会及び日本パッケージデザイン協会と協力し、パッケージ
デザインパビリオン内に、無料相談コーナーを開設します。

東8

東7 東8

東7CLOMAパビリオン
海洋プラスチック汚染をはじめ、プラスチックを取り巻く環境
問題の解決に向けた取り組みを、世界全体で推進していくこと
が求められています。こうした背景のもと、この問題の解決に向
けて、業種を超えた幅広い関係者の連携を強めイノベーション
を加速するためのプラットフォームとして、2019年1月に「ク
リーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（CLOMA）」が
設立されました。CLOMAパビリオンでは、サプライチェーン全
体で資源循環を促す社会システムの構築など、さまざまな取り
組みを進めるCLOMAの活動や今後の展望についてご紹介しま
す。また会員各社・団体からは、海洋プラスチックごみ問題の解
決に資する製品・サービス・ソリューションなどをご提案します。

Packaging Academia 2026
産学連携プログラム
「Seeds of Innovation 
 ̶未来を動かすヒント」
「包装」をテーマとした産学連携コミュニティです。日本包装学
会と連携し、大学・研究機関等が有する最先端の技術・研究・
情報等のシーズと、来場者・産業界のニーズを掛け合わせるこ
とで、包装産業のさらなる活性化を促進します。産学双方の交
流・連携を通じて、新たな技術開発や事業創出など、包装分野
におけるイノベーションへ結び付けます。

東3

Packaging Academia 2026
学生来場プログラム
「君の『推し』も、
 私たちが創っている」
本サイトは包装の役割等をご紹介するとともに、「暮らしのア
イデアを形に、生活を豊かに便利にする包装」、「包装なくして
商品は届かない、エッセンシャルな段ボール包装」、「未来の生
活・文化を創ろう、ひらめきを具現化する包装機械」、「包装が
地球を救う、サステナビリティパッケージング」等のそれぞれ
の分野について、より深く興味をもっていただけるような情
報をご紹介します。学生の皆様との交流を希望する出展社の
リクルートサイトも、こちらでご覧いただけます。

Packaging Academia 2026
学生来場プログラム
「社会を支える最前線！
 包装解説講座&ツアー」
包装産業の将来を担う人材の裾野拡大を目的として、学生を対象
とした講座および展示ツアーを実施します。講座では、包装の基
本的な役割や社会的価値、産業構造について解説し、その後、
TOKYO PACK会場内を巡りながら最新の包装技術や製品をご紹
介します。包装が社会インフラを支える重要な産業であることを
理解いただくとともに、業界への関心を高める機会を提供します。

会場の熱気あふれる様子や、注目の包装機械・
最新技術を動画や写真でお届けします。
包装産業の未来につながる情報や、出展社・
企画の見どころも随時発信。
フォロー＆チャンネル登録で、TOKYO PACK
の最新情報をお見逃しなく！

Web
サイト 世界最高水準にある

日本の包装技術の祭典

貴社の取り扱い商品（包装商品）を
展示会場へお持ち込みください！
お持ち込みいただくことで、出展社とより具体的
かつ迅速な提案・解決策を得ることができます。

無料シャトルバスの運行
国際展示場駅前から東
京ビッグサイト間を巡
回するシャトルバスを
TOKYO PACK 2026
開催期間中毎日運行し
ます。

リンクスペース

ガレリア

主催者である公益社団
法人日本包装技術協会
の関連団体には、包装
技術・物流分野におけ
る専門知識と豊富な実
務経験を有するスペ
シャリストが多数在籍
しており、包装・物流
産業の技術向上や課題
解決、人材育成、情報発信などを通じて産業の発展に取り組ん
でいます。ぜひ各団体の活動内容や取り組みをご覧いただき、
包装産業への理解をより深めていただければ幸いです。

参加団体：
アジア包装連盟（APF）
日本包装専士会
日本包装管理士会
日本包装コンサルタント協会
技術士包装物流会
日本MH協会 （順不同） 運行スケジュール

国際展示場駅発 9:40～16:25
東京ビッグサイト発 9:50～16:35
 ※最終日（16日）は16:00まで

運営：（公社）日本インダストリアルデザイン協会
協賛：（公社）日本パッケージデザイン協会
　　　日本デザイン事業共同組合
　　　NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構
　　　日本弁理士会
　　　（公社）日本グラフィックデザイン協会
　　　デザインと法協会 （順不同）

参加教育機関：
　明治大学
　明治大学高分子科学研究所
　山形大学大学院
　東京電機大学
　日本女子大学 
   ミシガン州立大学（予定）
   クレムソン大学（予定）
   ロチェスター工科大学（予定）
 （順不同）

TOKYO PACK 2026は
完全来場事前登録制です（登録無料）

TOKYO PACK 2026の出展社、最新情報はこちらから

TOKYO PACK 2026事務局
公益社団法人日本包装技術協会内

　現在、包装に求められる役割は、従来の機能的価値を大きく超
えています。企業のブランドを伝えるコミュニケーションツールであり、
国際市場へのアクセスを可能にする戦略資源であり、さらに生活者
の利便性や安全、そして命を守る社会性の高い公共インフラとしての
使命を担っています。 企業の責任と価値を体現する “ビジネスパス
ポート”として、その重要性はかつてないほど高まっています。
　そして、混迷する国際情勢、気候変動、資源枯渇といった地球
規模の課題が深刻化する今こそ、包装産業・企業・そして生活者
がともに課題を共有し、新たな視点と連携によって未来を切り拓かな
ければなりません。
　止まらないサプライチェーンの構築、危機を乗り越えるための解決
の場としても、２年に１度の包装産業の一大イベント「TOKYO PACK 
2026」をご活用ください。
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※東京ビッグサイトは、
施設の経年劣化への
対応および各種設備
更新等を目的とした大
規模改修工事中です。
東4～6ホールは現在
工事中のため、TOKYO 
PACK 2026 は前回
（東1～6ホールで開催）
と比べ展示規模を縮小
しての開催となります。

※本状ではご入場いただけません

主催：公益社団法人日本包装技術協会

東京ビッグサイト東ホール

新企画！

ホルダーに、４ツ折にした来場者証を
入れてご入場ください

入力画面で事前登録を完了すると
来場者証が発行されます

来場事前登録されず会場へお越し
の場合、現地にて来場事前登録を
行うか、入場料¥1,000（税込）を
当日申し受けます

来場当日は来場者証をA4サイズ・
カラーでプリントアウトし、会場まで
ご持参ください

2026　
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B

基調講演 A 包装力向上セミナー
A会場

A会場

B会場

日 時

10:30
〜
11:10

成長戦略としての資源循環経済の確立に向けた
取組について（仮）

10月14日（水）

日 時 10月15日（木）

会　場 10月14日（水）～15日（木）開催日
150名定　員参加方法

A・B会場会　場 10月14日（水）～16日（金）開催日 参加方法

国内よりキーパーソンをお招きし、包装の未来や課題、最新動向
をご紹介いただきます。

スウェーデンフォーラム 
Join Sweden! サステナビリティ先進国の最先端包装技術
～スウェーデン発の包装イノベーションに関するセミナー～

B会場会　場 10月15日（木）開催日 100名定　員参加方法

スウェーデン企業による最先端のサステナブル包装技術のご紹介。リサイクル
可能素材やバイオ素材、循環型設計などの最新事例を通じて、サステナビリティ
とビジネスの両立に向けたヒントをご提示するとともに、日本との協業の可能性
を模索します。（共催：Business Sweden〔スウェーデン大使館商務部・投資部〕）

10月15日（木） 13:00～15:00 詳細は本展ホームページをご覧ください。
 8月26日（水）よりセミナー事前登録の受付を開始する予定です。

経済産業省 
GXグループ資源循環経済課

11:40
〜
12:20

再資源化事業等高度化法及び施行後の進捗（仮）
環境省

環境再生・資源循環局 資源循環課 課長補佐
筒井 洋介 氏

10:20
〜
11:00

食品ロス削減とサーキュラーエコノミーの最前線
農林水産省

大臣官房　新事業・食品産業部　外食・食文化課
　食品ロス・リサイクル対策室室長

木村 好克 氏

日 時

11:30
〜
12:10

神戸プラスチックネクスト：
使用済みつめかえパック
リサイクルプロジェクトの5年間

10月15日（木）

ライオン株式会社 国内戦略統括部
中川 敦仁 氏

日 時
10:20
〜
10:50

第三の紙資源「パームヤシカサ繊維」活用の最新情報
10月14日（水）

株式会社クラウン・パッケージ　全社営業統括　広報室　課長
大金 正明 氏

11:20
〜
11:50

ヤマハの超音波式ヒートシール検査機 ULTRASONICA®

ヤマハファインテック株式会社　FA事業部　技術製造部　商品技術G　主事
佐藤 優典 氏

12:20
〜
12:50

フレキソ印刷パッケージ最前線と欧州環境規制

株式会社渡辺護三堂　国際業務部長
スタマティオス スタマショウ 氏

13:20
〜
13:50

レジリエンスパッケージのすすめ～ BCPとESGの両立～　

TOPPAN株式会社
甲〆 勲 氏

14:20
〜
14:50

パートナーシップで実現するサーキュラーエコノミーと
持続可能な価値創出

DIC株式会社　パッケージング&グラフィック事業開発グループ
高橋 茂和 氏

15:20
〜
15:50

急拡大するノンソルラミネート市場（ノルドメカニカ社）

株式会社イリス　MP3営業部　部長
増本 匡 氏

16:20
〜
16:50

業界横断で考える商品パッケージ表示ミスのリスクの減らし方

株式会社Too　DX推進部ゼネラルマネージャー
前澤 良樹 氏

日 時

10:30
〜
11:10

「売れる包装」と「循環する包装」は両立するか？
10月16日（金）

神奈川大学　経済学部
教授

山本 雅資 氏

11:35
〜
12:15

AIと自動化が変えるEC梱包 
―アマゾンジャパンのパッケージング最前線

Amazon Japan G.K.
オペレーション技術統括本部　シニアマネージャー

神田 知子 氏

12:40
〜
13:20

建材・住設業界の物流課題と
LIXILおよび業界の取り組み

株式会社LIXIL
理事　LWTJ営業本部　物流担当部長

鎌内 浩司 氏

13:45
〜
14:25

オイシックス・ラ・大地の物流変遷と
資材循環サイクル

オイシックス・ラ・大地　株式会社
ロジスティクス本部　本部長

水間 健介 氏

14:50
〜
15:30

中外製薬における
環境配慮型医薬品包装の開発と実装事例

中外製薬株式会社
　製薬技術本部　製剤研究部　企画･包装G

尾家 弘昭 氏

15:55
〜
16:35

包装の未来考える会in TOKYO PACK 2026

日 時

10:30
〜
11:10

セイコーエプソンの先端包装設計事例について
10月14日（水）

日 時 10月15日（木）

セイコーエプソン株式会社
Ｐ商業・産業ソリューションズ事業部

　Ｐ商業・産業企画設計部　課長
大橋 博志 氏

11:35
〜
12:15

榮太樓總本鋪の208年 
受け継がれてきた大切なこと

株式会社榮太樓總本鋪
代表取締役社長
細田 将己 氏

12:40
〜
13:20

欧州包装法規制最新動向－PPWR

一般財団法人化学研究評価機構
食品接触材料安全センター情報調査・広報室長

石動 正和 氏

13:45
〜
14:25

Mizkanの納豆容器包装戦略と
包装改善・合理化事例について

株式会社Mizkan
家庭用事業本部　開発技術部　開発技術４課　主任

篠原 正典 氏

14:50
〜
15:30

プラ法における環境配慮設計認定制度と
化粧品業界の取組について

日本化粧品工業会
　サステナビリティ推進委員会　容器包装部会　部会長

／花王株式会社　包装技術研究所　室長
松本 州平 氏

「日本化粧品工業会 家庭用化粧品容器 優良基準」
の新設について

日本化粧品工業会
　サステナビリティ推進委員会　容器包装部会　委員

／株式会社コーセー　商品デザイン部　設計開発室　課長
末武 照彦 氏

15:55
〜
16:35

SUBARUの物流改革と、
自動車生産での包装の在り方

株式会社SUBARU
執行役員　CLO　物流本部長

村田 眞一 氏

10:30
〜
11:10

飲料トレンドと包装に求められるニーズと
開発の方向性

株式会社ビバリッジ ジャパン社
代表取締役社長
埴 義彦 氏

11:35
〜
12:15

グローバルな視点、ローカルな解決策：
日本の次の10年に向けたパッケージング

Amcor
アムコア・フレキシブルズ・アジア太平洋地域セールス＆マーケティング部門

 シニア・イノベーション・マネージャー
Wanqi Zeng 氏

15:25
〜
16:45

真犯人を機械に聞け！
データが教える「見えないロスの正体」

一般社団法人日本包装機械工業会
IoT WG

12:30
〜
13:10

プラスチック使用製品設計認定制度の最前線

公益財団法人 廃棄物・3R研究財団
資源循環調査センター　資源循環調査部長

玉谷 真太郎 氏

13:30
〜
14:20

これからの日本に求められる拡大生産者責任
～容器包装のCEに向けた変化の方向性～

国立研究開発法人国立環境研究所
資源循環領域　資源循環社会システム研究室　室長

社会システム領域（兼務）
田崎 智宏 氏

14:50
〜
16:30

well-beingに向けた循環価値提案

10:30
〜
12:00

学生と専門家で描くパッケージの未来
～現場体験（コトマエ）から考える包装の役割～
パネリスト

10月16日（金）

日本女子大学 食科学部食科学科
食品学・食品包装学研究室®

東京農工大学 プラごみ減らし隊
東京大学 GX学生ネットワーク

CLOMA事務局長
柳田 康一 氏
花王株式会社

研究開発部門 研究戦略・企画部 主任部員／
環境省人材登録制度　環境カウンセラー（事業者部門）

高村 玲那 氏
株式会社KDDI総合研究所
研究企画室　コアスタッフ

経沢 正邦 氏
TOPPAN株式会社

生活・産業BU 製造・技術統括本部
 SXパッケージ開発本部 CE推進部 主席研究員

藤井 崇 氏

ジェイパックワールド株式会社
代表取締役社長
宝坂 健児 氏

B 最先端の旬なトピックスを会期中3日間、全20セッションにわたりご紹介いただきます。
出展社による最新包装技術セミナー C会場会　場 10月14日（水）～16日（金）開催日 100名定　員当日受付・先着順参加方法

展示ブースだけでは体感できない技術のエッセンスが集結！

日 時

C

日 時
10:15
〜
11:00

新常識　プラスチック再生材利用を簡単に確実に行える
「マスバランスアプローチ」について

10月14日（水）

日本包装専士会　フタムラ化学株式会社
花市 岳 氏

11:20
〜
12:05

現場の気づきをIEでモノづくりに　
～幸せなモノづくりを目指して～

技術士包装物流会　株式会社ファンケル
小梶 真由子 氏

12:25
〜
13:10

プラスチックの資源循環の促進と食品ロス削減

日本包装コンサルタント協会
小林 光 氏

13:30
〜
14:15

医薬品・化粧品等の包装作業環境について

日本包装管理士会　山田包装管理士事務所
山田 孝志 氏

14:35
〜
15:20

段ボール包装の設計と最新動向

日本包装管理士会　井上包装管理士事務所
井上 伸也 氏

15:40
〜
16:25

防湿包装設計の基礎

日本包装専士会　日本化工機材株式会社
髙橋 裕美 氏

日 時
10:20
〜
10:50

軟包装及びプラスチック成型品の
剥離・脱墨マテリアルリサイクルシステム

10月15日（木）

東洋インキ株式会社　サスティナブルパッケージング部
宮川 匠 氏

11:20
〜
11:50

トレイ・プラダン・緩衝材はPPWRでどう変わる？
マルチ素材で導く工業包装における欧州規制の最適解

TSK株式会社
佐々木 優太 氏

12:20
〜
12:50

その故障、防げました。設備保全DXで実現する突発停止ゼロ

株式会社M2X　代表取締役
岡部 晋太郎 氏

13:20
〜
13:50

セルロース製品による新たな価値創出の取組み

　レンゴー株式会社　化学品・セルロース商品開発本部　副本部長
杉山 公寿 氏

14:20
〜
14:50

損傷再現に特化した振動試験機 ― BF-50MRT の実力と事例紹介

アイデックス株式会社　営業技術部　課長
上原 雅史 氏

15:20
〜
15:50

栄養補助食品市場のグローバルトレンドと消費者インサイト

日本テトラパック株式会社
Anna Larsson 氏

16:20
〜
16:50

食品接触材料の適合性評価とリサイクル対応の状況 
―試験法改正・「おそれのない量」・制度の動向について― 
一般財団法人化学研究評価機構　高分子試験・評価センター　試験・評価課　衛生・化学物質安全試験担当課長

渡辺 一成 氏

日 時
10:15
〜
11:00

ユニットロードでつなぐ包装・物流・経営、輸送環境と設計思想
10月15日（木）

日本包装管理士会　株式会社東北ウエノ
鈴木 雅彦 氏

11:20
〜
12:05

パッケージにおいて紙素材が貢献できること（とは？）

日本包装専士会　日本製紙株式会社
野田 貴治 氏

12:25
〜
13:10

包装材料におけるLCA活用

技術士包装物流会　東洋紡株式会社
清水 敏之 氏

13:30
〜
14:15

多様なニーズに合わせた最適なダンボールの提案の取り組み

日本包装管理士会　セッツカートン株式会社
木野元 朝幸 氏

14:35
〜
15:20

リコール発生件数の67％が食料品、原因追跡 対策提案 減らす

技術士包装物流会　堀内技術士事務所
堀内 康夫 氏

15:40
〜
16:25

改正食品衛生法の食品包材リサイクルにおける課題について

技術士包装物流会　アールエム東セロ株式会社
成田 淳一 氏

日 時
10:20
〜
10:50

金属検出機のデータ分析による検査の環境評価と誤検出の低減
10月16日（金）

アンリツ株式会社　インフィビスカンパニー 食品事業部 共通技術部 共通技術チーム
新井 竜実 氏

11:20
〜
11:50

液体充填業務の見える化で実現する効率化とDX推進

大成ラミック株式会社　フィールドサポート部システムサポートグループ　マネージャー
大橋 由弘 氏

12:20
〜
12:50

軟衛協・包装材メーカーのEU対応！
PPWRとFCMの実務ポイントを30分で理解

軟包装衛生協議会　常務理事
逸見 るみ子 氏

13:20
〜
13:50

紙の透明化技術と包装用途への展開
ーリサイクル可能で透明化しやすい包装用紙「サンカヨウTM」ー

王子マテリア株式会社　白板紙・包装用紙営業本部　上席主幹
浅山 良行 氏

14:20
〜
14:50

熱をかけた状態でのヒートシール圧検査 
～「高温用プレスケール」を活用した圧力の見える化・定量化～

富士フイルム株式会社
山本 夏穂 氏

15:20
〜
15:50

生活者理解の新潮流 ：AI時代の新手法「ペルソナインサイト」
大日本印刷株式会社　Lifeデザイン事業部 第2ビジネスユニット 

ソリューションサービス本部第3部　部長
林 友件 氏

16:20
〜
16:50

海外における包装貨物試験と輸送環境計測の最新技術について 
Latest Technologies in Package Testing and Field Measurement Overseas

エクサーチ株式会社　代表取締役社長
高木 雅広 氏

日 時
10:15
〜
11:00

売れる商品を創るために包装がすべきこと
～社会環境の変化と食品包装の対応～

10月16日（金）

日本包装コンサルタント協会
野田 治郎 氏

11:20
〜
12:05

日本で最も海洋プラごみが漂着する島の現状と
大阪関西万博での取組み

日本包装管理士会　サラヤ株式会社
濱口 慎治 氏

12:25
〜
13:10

適切な包装設計

技術士包装物流会　大須賀技術士事務所
大須賀 弘 氏

13:30
〜
14:15

流通レベル（落下試験高さ）の推定方法について

日本包装専士会　石塚包装設計・開発事務所
石塚 義夫 氏

14:35
〜
15:20

包装アクセシブルデザイン標準化について

日本包装コンサルタント協会
平井 純一 氏

15:40
〜
16:25

接着面温度を【±1℃】に確保できるようになった
最新のヒートシール技法

日本包装コンサルタント協会
菱沼 一夫 氏

テクニカルセミナー D会場会　場 10月14日（水）～16日（金）開催日 100名定　員参加方法

必須科目！これだけは押さえておきたい包装実務者向けセミナー！D

セミナー事前登録は
8月26日（水）より受付を
開始する予定です。

※プログラムの内容は変更になる場合もございますので、
予めご了承ください。各セミナーの最新情報は、本展ホー
ムページでご確認ください。また、会場内での録音、写真・
ビデオ撮影、講演内容の無断転載などは一切禁止です。

A グローバルセミナー
A会場

A会場
日 時

12:50
〜
13:30

中国の包装産業の最新動向と今後の展望
10月14日（水）

日 時 10月15日（木）

会　場 10月14日（水）～15日（木）開催日
150名定　員参加方法

世界を代表する企業や団体に、包装への取り組みと今後の展望
についてグローバルな視点からご紹介いただきます。

中国包装連合会
　国際部部長

Zhang Yanni 氏
中国発メガトレンドが動かす
包装産業の新フロンティア

サイモン・クチャー 上海オフィス パートナー
グレーター・チャイナ地域統括責任者

Li Wenbo 氏

12:50
〜
13:30

講師選定中

：日英通訳あり

Packaging Europe
ブランドディレクター
ティム・サイクス 氏

A グローバルパッケージングシンポジウム
A会場

日 時

14:00
〜
16:30

2035年の世界の包装進化を展望する
～技術革新と法規制が包装を変える：
　米・欧・豪と日本の包装専門家
　による未来洞察～

10月14日（水） 日 時

14:00
〜
16:30

10月15日（木）

会　場 10月14日（水）～15日（木）開催日
150名定　員参加方法

パネルディスカッション
～基調講演を受けて包装の未来を深掘りする～

パネルディスカッション
モデレーターと共に、３名の講演者が

激動の中のグローバルな包装産業の今後を展望します

基調講演

講　演

モデレーター

パネリスト

走り出したEU循環経済
～包装産業はEU PPWRにどう立ち向かうか？
　どう進むべきか？～

PTIS（Packaging & Technology Integrated Solutions）
Principal

トッド・ブコウスキー 氏

株式会社パッケージング・
ストラテジー・ジャパン
取締役社長

EUの PPWRが 2026年 8月に適用開始されましたが、
欧米の包装関連はどのように循環経済、包装廃棄物規制
に対応しているのでしょうか？WPO、 IPPOの識者か
らグローバルな包装セクターの対応、今後の方向性をご
紹介いただきます。

森 泰正 氏

モデレーター 技術士包装物流会　会長
日本包装技術協会　技術参与

坂巻 千尋 氏

PTIS
Principal

トッド・ブコウスキー 氏

世界包装機構（WPO）
副会長
（サステナビリティ＆
セーブフード）

シェーンバルド・
コンサルティング
代表

缶詰技術研究会
編集部　主幹

ネリダ・ケルトン 氏

橋本 香奈 氏

ジョージ・シェーンバルド 氏

コーディネーター

パネリスト

各講演者
パネリスト

PPWR―新たな欧州規制が
ビジネスに与える意味 

世界包装プレス連盟（IPPO）会長
リンディ・ヒューソン 氏

グローバルインサイト : 
循環的な成果を導くトレンドと
イノベーション 

世界包装機構（WPO）副会長
（サステナビリティ＆セーブフード）

ネリダ・ケルトン 氏

包装と食品廃棄物のパラドックス 

会議
棟

2026木下賞受賞フォーラム
会議棟 605・606会　場 10月14日（水）開催日

200名定　員参加方法

2026（第50回）木下賞受賞者より、受賞作品の開発経緯・概要・
効果等をご紹介いただきます。

会議
棟
パッケージデザインセミナー

会議棟 605・606会　場 10月16日（金）開催日
200名当日受付・先着順 定　員参加方法

デザインってそんなに重要なの？素朴な疑問に一から答えます。
会議棟

10月16日（金） 10:00～13:00
詳細は本展ホームページをご覧ください。

会議
棟

2026パッケージングフォーラム
会議棟 605・606会　場 10月16日（金）開催日

200名定　員参加方法
2026日本パッケージングコンテストでジャパンスター賞に入選され
た作品の開発経緯や製品特性等の研究成果をご紹介いただきます。

会議棟
10月16日（金） 14:00～15:30
詳細は本展ホームページをご覧ください。8月26日（水）
よりセミナー事前登録の受付を開始する予定です。

会議
棟

ASEANセミナー
ASEANのサステナブル転換期！
グリーン対応で選ばれる日本の容器包装技術

会議棟 605・606会　場 10月15日（木）開催日
200名定　員参加方法

会議棟
10月15日（木） 10:30～12:00　詳細は本展ホームページをご覧ください。

A会場

会議棟
日 時
11:00
〜
11:25

11:30
〜
11:55

12:00
〜
12:25

12:30
〜
12:55

13:00
〜
13:25

13:30
〜
13:55

14:00
〜
14:25

強度と美粧性を両立した
衣料用洗剤用樹脂減
サステナブルボトルの開発

10月14日（水）

花王株式会社
包装技術研究所
倉賀野 彰 氏

「使いやすさ」を追求し、ユニバーサルデザインを
向上させ、機能美、環境対応にも配慮した
インフィニティ「ザ リペア」ラインの商品開発

株式会社コーセー
商品デザイン部
・設計開発室
胡口 智紀 氏

［世界初］プラスチック廃棄物を
極限まで削減するエコスクラップ®
PTP包装技術の開発と実用化

CKD株式会社
自動機械事業本部 技術統括部・部長

森尾 和人 氏
環境負荷を低減した
次世代飲料缶蓋
「EcoEndTM」

東洋製罐株式会社
テクニカルセンター

　基盤技術開発部・主幹
高橋 成也 氏

企業連携型のマテリアルリサイクル
「Renewa（リニューワ）」による
新たな循環モデルの創出

王子ホールディングス株式会社
イノベーション推進本部 

パッケージング推進センター　次席研究員
梅野 春花 氏

打抜工程を活用した
加飾技術「ブライトプレス」
の開発

レンゴー株式会社
パッケージング部門　開発本部

　包装技術第一部　東京包装技術第二課
長峯 道代 氏

常温長期保存とレンジ簡便調理を
両立した、次世代型生パスタ用
パッケージの開発と市場創出

株式会社日清製粉ウェルナ 商品開発本部
　研究開発本部　開発第1G（常温開発）

木村 竜介 氏
TOPPAN株式会社

 生活・産業BU 国内パッケージSBU 東京第二営業本部第三部2チーム
渡邉 俊太郎 氏

環境省
「サステナビリティ広報大使」・
お笑い芸人・ごみ研究家

国立研究開発法人国立環境研究所
資源循環領域 
資源循環社会システム研究室

日本包装専士会 
未来包装研究委員会

100名定 員150名定 員

グリーン対応を急ぐASEAN各国から政府機関、ビジネスリーダーを
招聘して、「いまASEAN市場が欲する容器包装戦略」をアップデート。
セミナー後にはASEANからの登壇者との交流を予定しています。

素材の魔術師
（希少金属材料研究所/営業・企画本部長）

冨島 達也 氏
紙器設計の匠

（千田パッケージ事務所/代表）
千田 建一 氏

化粧品の伝道師（美装トータル研究所/
クリエイティブ・プランニング・ディレクター）

山田 靜風 氏
欧州から単独来日

（欧州包装印刷エンジニア代表理事）
シークレット・プレゼンター

B会場A会場 C会場

D会場

マシンガンズ　滝沢 秀一 氏

稲葉 陸太 氏

島田 賢一 氏
（三菱商事パッケージング株式会社）

橋本 香奈 氏
（缶詰技術研究会）


